











































































































































異動回数４群 １回 平均年齢28.2±4.8歳 63人（21.9％）
２～４回 〃 35.1±5.8歳 79人（27.4％）
５～７回 〃 42.7±5.5歳 77人（26.7％）
８回以上 〃 48.9±5.2歳 69人（24.0％）
現職場年数４群 １年未満 平均年齢36.7±10.7歳 55人（19.1％）
１～２年未満 〃 36.3±9.0歳 47人（16.3％）
２～３年未満 〃 38.3±9.5歳 46人（16.0％）










































































































































































































































































































3）体重が変動した 0.182 0.102 0.374 0.374 0.011 0.164 0.382
（最尤法、バリマックス回転
囲の目が気になる」，「自信をもてなくなった」な
どの９項目の因子負荷量が大きく『否定的自己評
価』とした.
第３因子には「寝つきが悪い」，「常に疲れてい
る」，「イライラすることが多い」などの６項目の
因子負荷量が大きく『疲労感』とした.
第４因子には「酒・タバコの量が増えた」，「食
欲の変化」，「浪費癖がついた」などの６項目の因
子負荷量より『基本的欲求』とした.
第５因子には「今の仕事は自分の能力を発揮で
き満足している」，「患者や家族から信頼されてい
ると感じる」などの４項目の因子負荷量より『肯
定的自己評価』とした.
第６因子には「原因不明の胃痛・頭痛といった
症状が生じた」，「原因不明の動悸，呼吸困難，耳
鳴り，眩暈，手の振るえのいずれかが生じた」の
２項目の因子負荷量が大きく『身体症状』とした.
第７因子では「体重が変動した」という１項目
の因子負荷量が大きく『体重変化』とした.
3 勤務異動回数，現職場年数と７因子との関連
1）『知識・技術不足』と勤務異動回数４群，現
職場年数４群との関連
『知識・技術不足』因子では，現職場年数４群
間に相違の傾向（ｐ＜0.1）が見られた.病棟
年数４群では，現在の病棟に配置されてから
１年未満群がその他の群よりも平均値は高い傾
向にあり，特に３年以上群より"知識・技術不
足"を感じている傾向（ｐ＜0.1）が示唆された
（図１）.
2）『否定的自己評価』と勤務異動回数4群，現
職場年数４群との関連
『否定的自己評価』因子では，異動回数４群
間に有意（ｐ＜0.05）な相違が認められた.す
なわち異動回数が多い群に因子得点が高い傾向
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がみられ，特に異動回数８回以上群が２～４回
群より"否定的自己評価"を感じる傾向が強かっ
た（ｐ＜0.05）（図２）.
3）『肯定的自己評価』と勤務異動回数4群，現
職場年数４群との関連
『肯定的自己評価』因子では，異動回数４群
間に有意（ｐ＜0.05）な差が認められた.異動
回数が多い群ほど因子得点が高い傾向がみられ，
特に異動回数８回以上の群は異動回数１回群よ
り有意（ｐ＜0.05）に "肯定的自己評価"を感
じていた（図３）.
4）『体重変化』と勤務異動回数4群，現職場年
数４群との関連
『体重変化』因子では，有意な相違が異動回
数４群間（ｐ＜0.01），現職場年数４群間（ｐ
＜0.01）にいずれも認められた（図４）.
異動回数４群間では，異動回数の少ない群に
因子得点が高い傾向がみられ，特に異動回数
１回の群が５-７回群よりも有意（ｐ＜0.01）
に "体重変化"を感じていた.また，異動回数
1回群は８回以上の群よりも有意（ｐ＜0.05）
に "体重変化"を感じていた.現職場年数４群
間では，現職場での経験年数が少ない群ほど因
子得点が高い傾向を示し，現職場１年未満が一
番 "体重変化"を感じていた.
5）『疲労感』，『基本的欲求』，『身体症状』と勤
務異動回数4群，現職場年数４群との関連
いずれの因子得点も，勤務移動回数間，現職
場年数間いずれにも有意な相違は認められなかっ
た.
富山大学看護学会誌 第７巻２号 2008
―11―
III 考 察
因子分析により７つの潜在因子が抽出された.
この７因子のうち『知識・技術の不足』，『否定的
自己評価』，『肯定的自己評価』，『体重変化』の
４因子において，異動回数と職場経験年数に統計
学的な関連がみられたので，これら４因子につい
て考察する.
1『知識・技術の不足』因子と職場経験年数につ
いて
看護実践に関する知識や技術は経験が多いほど
応用能力は高いと思われるが，各科の領域により
特殊な処置もあり不慣れさから看護師は不安を抱
くものである.
本研究結果でも職場経験年数で，１年未満群が
３年以上群に比べて「知識・技術不足」のストレ
ス度が高い傾向があることが認められ，ストレス
度の傾向も経験年数が多いほど下がる傾向を示し
た.
P．Benner10)は「どんなナースでも経験した
ことのない患者が対象となる臨床場面に入ったと
き，ケアの目標や手段が慣れていなければ実践レ
ベルは初心者の段階にある」と言っているが，こ
のことを実証した結果であると考える.勿論，前
職場との仕事内容の違いは当然大きなストレスに
なるであろう.また，経験があるということで，
自分自身のプライドや他者のこれくらいは分かる
だろうという思いこみもあるであろう.このこと
を踏まえ，勤務異動時には経験年数に関係なくしっ
かりとした職場オリエンテーションが必要である
と考える.
2『否定的自己評価』因子と異動回数について
否定的自己評価とは "自信が持てない"，"ひけ
目を感じる"，"孤独を感じる"，"何事にもくよく
よする"などの精神的抑うつ状態に似た状態であ
り，看護実践をする者としては重症な状態と言え
る.
この否定的自己評価では，異動回数において
８回以上群が２～４回群に比べてストレス度が有
意に高かった.この結果の誘因としては表1にも
あるように，異動回数が多い群になるほど平均年
齢が高いこと，つまり同じ勤務異動でも年代間で
ストレス度に大きな差異があることが明らかになっ
たと考える.また，このことから女性看護師は30代
頃が心身ともに充実した年代であり，40代後半
になると心身の衰えと共に環境変化への対応が上
手く出来なくなる可能性，ひいては年代と職場環
境を考慮した勤務異動の重要性を示唆した結果と
考える.
3『肯定的自己評価』因子と異動回数について
肯定的自己評価とは "今の仕事は満足している"，
"能力を発揮できている"，"同僚と協力的で満足
している"，"患者や家族から信頼されていると思
う"など，看護実践において高い満足度と言える.
この肯定的自己評価では，職場経験年数に有意
な差はなかったが，異動回数において８回以上群
が１回群よりも強く思っている傾向がみられた.
特に８回以上群は職場経験年数が３年以上になる
と強い傾向が見られた.また，異動回数が１回群
はひとつの病棟しか経験していないということか
ら，看護実践経験が多いことが職場環境への適応
に関連していることを示唆した結果と考える.し
かし高橋ら 11）は「配置換えは個々の看護能力の
育成，看護力の補充，職場の活性化のために行わ
れている」と述べているように，勤務異動を経験
することで，看護観が深まり，看護師としての視
野も広がることで，個々のキャリアアップに繋が
ると考える.
4『体重変化』因子と異動回数・職場経験年数に
ついて
体重の変動は年令，体質などの生物学的な要因
で変化の度合いが違ってくるが，環境変化などの
ストレスにより日常生活スタイルの変化，または
精神的なストレスなどによっても変動する幅広い
指標である.本研究ではこの点について細かな調
査はしていないが，職場経験年数１年未満の群は
１年以上の群よりも有意に体重変化を感じている
こと，また異動回数が１回群は５～７回群，８回
以上群よりも有意に体重変化を感じていることか
ら，比較的若い世代の看護師や病棟経験年数が浅
い看護師の体重変化を認めた場合は，病棟全体で
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のサポートの必要性が示唆された.
IV 結 論
今回，女性看護師の勤務異動に関わるストレス
関連因子の抽出と勤務異動回数，職場経験年数と
の関連を調査した結果，以下の示唆を得た.
１ 勤務異動回数に関係なく，異動後１年未満の
人は看護技術や知識・処置に対してストレスを
強く感じている.
２ 勤務異動後，経験年数を重ねることで，病棟
の業務や知識・技術，人間関係にも慣れてくる
が，リーダー的役割などの新たな責任が求めら
れることで，ストレス度は高くなる.
３ 勤務異動を通して様々な看護経験が出来るこ
とは，その人の看護観の構築や個々のキャリア
アップに繋がる.
４ 勤務異動１回目の人や現職場経験１年未満の
看護師では，体重変化がストレスのひとつの指
標となり，体重変化の目立つ看護師には周囲か
らのサポートも強化しなければならないと言え
る.
おわりに
本研究を通して女性看護師の勤務異動による潜
在ストレス因子及びストレス度と勤務異動回数や
現職場経験年数の関連について幾つかの示唆を得
ることが出来た.しかし，本研究は横断的なもの
であり，関連因子は複雑に作用しているため，ス
トレス全体の関連までを明らかにするまでには至っ
ていない.今後の課題として，今回得た示唆を基
に，関連因子の的確なスケールの開発やそれらの
関連性を踏まえた質問票の作成が挙げられた.
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Arelationshipbetweenthestressatwork-placechange
andcharacteristicsaboutserviceatfemalenurses
TsunehitoMatsuura,YukariNishio,FumieSawai,
MakiNakabayashi,MitsukoOkamoto
Toyamaprefecturalcentralhospital
Abstract
Thepurposeofthisstudywastofindoutthestressfactoraboutthework-placechange
infemalenurses.Amethodofresearchwasaquestionnaireandobtainedthereplyfrom
455nurses.
Theanalysismethodswerefactoranalysisandtwo-wayanalysisofvariance.
Thefolowingsevenfactorswereextractedasaresultoffactoranalysis.
(1)knowledgeandskilshortage,(2)negativeself-valuation,(3)fatiguefeeling,(4)fundame
ntaldesire,(5)positiveself-valuation,(6)somaticsymptoms,and(7)weightchange.
Theresultoftheanalysisofvarianceineachstressfactor,forthestressfactor(1),the
nurseslessthanoneyearafterwork-placechangefeltastrongstress.Forthestressfactors
(2)and(5),thenursesmorethanseventimesofwork-placechangefeltastrongstress.For
thestressfactor(7),thenurses,whohadwork-placechangeonceand/orwerelessthanone
yearafterwork-placechange,feltastrongstress.
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Nurse,Work-placechange,Stress
